
中園廃棄物最終処分場の廃止に関する
意見聴取の結果について

１．現在までの経緯

民生常任委員会提出資料
令和７年６月９日 環境部

【 令和７年３月１４日 】中園廃棄物最終処分場監視委員会（附属機関）会議
本年２月に測定した環境調査結果（水質、ガス等）が廃止基準を満足する水準となり、
現在の状態まで埋立地が安定化していれば、廃止しても問題ないとの結論に至る。

【 令和７年４月２６日 】中園廃棄物最終処分場の現況等に係る説明会
旭川市民を対象として、嵐山中央会館と江丹別公民館の２箇所で開催し、廃棄物が分解
していく仕組みや処分場の現況と評価、廃止した場合の管理等について説明を行った。
参加者からは江丹別川の水質や跡地利用などの質問・意見をいただいたが、廃止につい
ての反対意見は無かった。

【 令和７年５月１５日 】処分場だより及びホームページによる意見聴取
江丹別地域住民へ「処分場だより」を配布して説明会の結果を報告すると共に、ホーム
ページに結果報告、説明資料、廃止後の管理（最終版）を掲載し、廃止についての意見等
を求めた。

２．処分場だより及びホームページ

による意見聴取の結果

■ 処分場だより
５月１４日発送
江丹別地域の全１３２軒

■ ホームページ
５月１５日掲載
新着情報、廃棄物処分場ページ

３．今後の想定スケジュール

５月３０日を期限として、約２週間において意
見等を募った結果、寄せられた意見等が無かった
ことから、今後は廃止に向けて手続きを進める。

 

中園廃棄物最終処分場の現況に係る説明会の開催結果

４月２６日に江丹別中央会館と嵐山中央会館において、「中園廃棄物処分場の現況等に係る説明

会」を開催し、江丹別地域のほか市内から３１人の方にご参加いただきました。

説明会の内容としては、北海道大学名誉教授（中園廃棄物最終処分場監視委員会会長）の松藤敏

彦氏から「廃棄物最終処分場の中で起きていることと中園の現状」として、埋立地が安定化してい

く仕組みや、処分場を廃止した場合の対応についての説明があり、これまで調査してきた浸出水や

発生ガス等の測定結果から、現在の中園廃棄物最終処分場は廃止基準を満足するほど安定化してお

り、最小限の範囲で水質や発生ガス等のモニタリングを継続することで廃止しても問題ないとの評

価がありました。

また、環境部職員から「中園廃棄物最終処分場における廃止後の管理について」として、仮に中

園処分場を廃止した場合は、浸出水を直接河川に放流することや管理の内容（環境調査、施設撤去、

跡地復元など）についての説明を行い、意見等を伺いました。

説明会の結果としましては、中園処分場を廃止することに対する反対意見等はありませんでした

が、参加できなかった方につきましても、質問・意見等がありましたら伺いたいと考えております

ので、お気づきの点等がございましたら、５月３０日（金）までに、別紙「中園廃棄物最終処分場

の廃止に係るご意見」に記入して、処分場まで電話、FAXまたはＥ-ｍａｉｌでお寄せください

（電話をいただいた場合は、受け取りに伺います）。

また、説明会の資料はホームページに掲載しますが、ご希望の方にはお届けしますので、ご連絡

ください。よろしくお願いいたします。

【質問・意見等】

○江丹別川の水質ＳＳ（浮遊物質量）の測定結果に関すること。

【回答】江丹別川（永見橋地点）のＳＳ（浮遊物質量）測定結果の説明など。

○仮に水質が悪化した場合に一時貯留できるよう、下流調整池の撤去を最後にすること。

【回答】下流調整池の撤去を最後とし、その旨を資料に記載する。

○跡地の有効利用に関すること。

【回答】今後、地域と協議しながら検討する。

○大阪万博で騒がれているメタンについて。

【回答】万博の爆発は閉鎖空間で起こったものであり、中園は解放されているので危険性は

ない。

○過去に中園周辺で硫化水素臭があったことについて。

【回答】現在の埋立地では空気の出入りがある状態なので心配はない。実際の計測でもほと

んど検出されていない。
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